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第
七
十
四 

  
 

真
空
の
と
き 

   
 
 
 
 

一 
  

八
月
十
四
日
、
午
前
十
時
半
か
ら
全
閣
僚
、
枢
密
院
議
長
・
平
沼

騏
一
郎
、
参
謀
総
長
・
梅
津
美
治
郎
、
軍
令
部
総
長
・
豊
田
副
武
、

書
記
官
長
・
迫
水
久
常
、
内
閣
総
合
計
画
局
長
官
・
池
田
純
久
、
陸

海
軍
省
軍
務
局
長
ら
二
十
三
名
を
前
に
、
天
皇
が
改
め
て
「
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
受
諾
」
の
「
聖
断
」
を
下
し
た
。 

 

以
後
、
以
下
の
手
続
き
が
行
わ
れ
た
。 

  

・
午
後
一
時
か
ら
閣
議
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
確
認
と
終
戦
詔 

 
 

勅
案
の
審
議
。 

 

・
た
だ
ち
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
幹
部
が
召
集
さ
れ
、
玉
音
放
送
の
方
法
を 

 
 

検
討
。 

 

・
午
後
八
時
、
詔
勅
草
案
完
成
。 

 

・
午
後
八
時
三
十
分
、
天
皇
自
ら
詔
書
に
御
名
御
璽
。 

 

・
午
後
九
時
、
十
五
日
正
午
に
重
大
放
送
が
行
わ
れ
る
旨
の
予
告 

 
 

ラ
ジ
オ
放
送
。 

 

・
午
後
十
時
、
詔
書
に
大
臣
の
副
署
完
了
。 

 

・
同
時
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
正
式
受
諾
を
ス
イ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン 

 
 

へ
打
電
。 

 

・
午
後
十
一
時
半
か
ら
天
皇
の
詔
勅
録
音
。 

  

時
系
列
に
整
理
す
る
と
、
詔
勅
の
録
音
は
自
然
な
事
務
手
続
き
と

し
て
行
わ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。 

 

だ
が
、
天
皇
自
ら
が
詔
書
を
読
み
上
げ
、
そ
れ
を
レ
コ
ー
ド
に
録

音
し
て
ラ
ジ
オ
で
国
民
に
放
送
す
る
と
い
う
方
法
は
、
に
わ
か
に
決

定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
情
報
局
総

裁
・
下
村
宏
が
八
月
八
日
、
天
皇
と
面
会
し
て
進
言
し
た
と
さ
れ
て

い
る
。 

 

こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
の
方
針
は
政
府
部

内
で
そ
れ
以
前
に
固
ま
っ
て
い
て
、
下
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
可

能
性
が
あ
る
。
八
月
八
日
か
ら
の
七
日
間
は
、「
国
体
」
す
な
わ
ち

天
皇
制
護
持
の
方
策
と
、
戦
争
の
継
続
を
訴
え
る
陸
海
青
年
将
校
の

説
得
策
を
検
討
す
る
こ
と
に
当
て
ら
れ
た
わ
け
だ
っ
た
。 

 
よ
う
や
く
に
し
て
官
僚
た
ち
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
無
条
件
受
諾
に

向
け
て
動
き
出
し
た
。 

 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
放
送
で
天
皇
の
肉
声
に
よ
る
戦
争
終
結
の
知
ら
せ

が
国
民
に
発
せ
ら
れ
る
ま
で
、
皇
居
を
中
心
と
す
る
一
角
に
は
緊
張

が
覆
っ
て
い
た
。 
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史
上
、
一
九
四
五
年
八
月
十
四
日
深
夜
か
ら
十
五
日
早
朝
に
か
け

て
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
体
験
や
見
聞
が
残
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
は
「
八
・
一
五
」
の
概
略
を
書
く
に
と
ど
め
る
。 

 

八
月
十
四
日
、
陸
軍
大
臣
・
阿
南
惟
幾
が
公
邸
に
戻
っ
た
の
は
午

後
一
時
半
過
ぎ
だ
っ
た
。
公
邸
に
は
、
夫
人
の
実
弟
で
あ
る
陸
軍
参

謀
・
竹
下
正
彦
（
中
佐
）
が
待
っ
て
い
た
。
戦
争
継
続
を
唱
え
る
決

起
派
将
校
の
一
人
で
あ
る
。 

 

竹
下
は
懸
命
に
阿
南
を
説
得
し
た
。 

 

―
―
陸
相
が
決
意
し
、
近
衛
師
団
が
動
け
ば
東
部
軍
が
決
起
す
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

―
―
日
光
に
疎
開
し
て
い
る
皇
太
子
を
立
て
て
国
体
護
持
の
本
土

決
戦
を
断
行
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

 

と
竹
下
は
言
っ
た
。 

 

そ
の
義
弟
に
阿
南
は 

 

「
自
分
が
立
っ
て
も
、
東
部
軍
は
動
か
な
い
よ
」 

 

と
答
え
た
、
と
い
わ
れ
る
。 

 

竹
下
は
な
お
も
公
邸
に
と
ど
ま
り
、
食
い
下
が
っ
た
。 

 

午
後
十
一
時
過
ぎ
、
皇
居
御
文
庫
衛
兵
（
近
衛
師
団
第
二
大
隊
第

五
中
隊
）
の
児
玉
金
作
（
中
尉
）
は
、
師
団
長
・
森
赳
が
前
触
れ
も

な
く
単
身
で
巡
回
に
来
た
こ
と
に
、
わ
ず
か
に
不
審
に
感
じ
た
。 

 

児
玉
の
証
言
に
よ
る
と
、
森
は 

 

「
し
っ
か
り
お
護
り
せ
よ
」 

 

と
声
を
か
け
、
御
文
庫
に
向
か
っ
て
挙
手
の
礼
を
し
て
去
っ
て
い

っ
た
。 

 

児
玉
は
御
文
庫
の
中
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
薄
々
は
感
じ
て

い
た
が
、
こ
の
と
き
皇
居
内
の
別
の
場
所
で
戦
争
継
続
を
主
張
す
る

将
校
た
ち
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
つ
つ
あ
る
こ
と
ま
で
は
知
ら
な

か
っ
た
。 

 

そ
の
二
時
間
後
、
森
は
ク
ー
デ
タ
ー
派
の
畑
中
健
二
（
少
佐
）
に

殺
害
さ
れ
る
。 

 

陸
軍
参
謀
の
職
に
あ
っ
た
古
賀
秀
正
（
少
佐
）
ら
は
偽
の
命
令
書

を
発
令
し
て
師
団
を
動
か
す
画
策
を
行
う
一
方
、
午
前
四
時
過
ぎ
、

畑
中
、
同
腹
の
井
田
正
孝
（
中
佐
）
が
最
後
の
頼
み
の
綱
で
あ
る
陸

軍
大
臣
・
阿
南
の
決
起
を
促
す
べ
く
公
邸
を
訪
れ
た
。
だ
が
竹
下
の

表
情
を
見
て
畑
中
、
井
田
は
陸
相
説
得
が
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
こ
と

を
知
っ
た
。 

 

十
五
日
午
前
四
時
四
十
分
、
阿
南
は
「
一
死
を
以
て
大
罪
を
謝
し

奉
る
。
神
州
不
滅
を
確
信
し
つ
つ
」
と
遺
書
し
て
大
臣
室
で
切
腹
し

た
。
竹
下
が
介
錯
し
た
。
死
亡
確
認
は
同
日
午
後
七
時
十
分
で
あ
る
。

享
年
五
十
八
。 

 
畑
中
と
井
田
は
陸
軍
大
臣
公
邸
か
ら
取
っ
て
返
し
、
詔
書
の
録
音

レ
コ
ー
ド
を
奪
う
べ
く
工
作
を
開
始
し
た
。
録
音
作
業
を
行
っ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
技
術
者
た
ち
は
宮
中
か
ら
出
る
と
き
厳
し
い
検
問
を
受
け
た
。

彼
ら
は
録
音
盤
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。 
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―
―
宮
中
の
ど
こ
か
に
あ
る
。 

 
と
判
断
し
た
畑
中
と
井
田
は
侍
従
・
徳
川
義
寛
に 

 
―
―
録
音
盤
を
お
渡
し
願
い
た
い
。 

 

と
迫
っ
た
が
、「
知
ら
ぬ
」
の
一
点
張
り
だ
っ
た
。 

 

侍
従
の
頬
に
鉄
拳
が
飛
ん
だ
。
そ
れ
で
も
こ
の
侍
従
は
口
を
割
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
間
に
正
副
の
録
音
盤
二
枚
が
高
松
宮
の
手
を
経
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
に
運
び
込
ま
れ
た
―
―
と
い
う
の
だ
が
、
こ
の
話
に

は
も
う
ひ
と
つ
尾
鰭
が
あ
る
。 

 

録
音
盤
は
十
五
日
早
朝
ま
で
、
畑
中
ら
が
占
拠
し
た
宮
内
庁
の
一

室
の
ロ
ッ
カ
ー
の
中
に
入
っ
て
い
た
。
職
員
の
私
物
を
雑
然
と
詰
め

込
ん
だ
雑
納
袋
に
録
音
盤
は
隠
さ
れ
て
い
た
。
天
皇
の
肉
声
を
録
音

し
た
レ
コ
ー
ド
盤
が
そ
の
よ
う
な
場
所
に
あ
る
と
は
、
ク
ー
デ
タ
ー

一
派
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
。 

 

と
も
あ
れ
ク
ー
デ
タ
ー
一
派
は
東
部
軍
司
令
部
の
同
調
が
得
ら
れ

ず
、
終
戦
の
詔
勅
を
録
音
し
た
レ
コ
ー
ド
盤
の
奪
取
に
も
失
敗
し
た
。 

十
五
日
早
朝
、
東
部
軍
司
令
官
・
田
中
静
壱
（
大
将
）
が
自
ら
皇
居

に
乗
り
込
ん
で
近
衛
師
団
の
諸
部
隊
を
帰
還
さ
せ
た
。
た
め
に
企
み

は
潰
え
た
。 

 

畑
中
は
な
お
も
あ
き
ら
め
ず
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
を
占
拠
し
て
ラ
ジ

オ
放
送
で
国
民
に
決
起
を
呼
び
か
け
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
こ
れ
も

成
功
し
な
か
っ
た
。
次
い
で
椎
崎
二
郎
（
中
佐
）
と
と
も
に
宮
城
周

辺
で
徹
底
交
戦
を
記
し
た
檄
文
を
撒
布
し
た
。 

 

玉
音
放
送
直
前
の
十
一
時
二
十
分
、
椎
崎
と
畑
中
は
二
重
橋
と
坂

下
門
の
中
間
の
松
林
に
正
座
し
、
畑
中
は
拳
銃
で
額
を
撃
ち
ぬ
い
た
。

椎
崎
は
軍
刀
を
腹
部
に
突
き
さ
し
、
さ
ら
に
拳
銃
で
頭
部
を
打
ち
抜

い
て
自
決
し
た
。
彼
ら
の
慰
霊
碑
は
、
東
京
・
浜
松
町
に
ほ
ど
近
い

青
松
寺
に
あ
る
。 
  
 
 
 
 

二 
  

第
五
航
空
艦
隊
司
令
長
官
の
宇
垣
纏
（
中
将
）
は
、
鹿
児
島
県
鹿

屋
基
地
に
い
た
。
彼
は
八
月
十
四
日
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
小
澤
治

三
郎
中
将
か
ら
「
対
ソ
及
対
沖
縄
積
極
攻
撃
中
止
」
の
命
令
を
受
け

て
い
た
。
ま
た
宇
垣
は
戦
略
指
導
の
観
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
放
送
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を

正
式
に
受
諾
し
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
。 

 

十
五
日
、
正
午
に
流
さ
れ
た
天
皇
の
肉
声
に
よ
る
詔
勅
朗
読
を
確

認
し
た
宇
垣
は
、
そ
の
日
記
『
戦
藻
録
』
に 

 

多
数
殉
忠
の
将
士
の
跡
を
追
い
特
攻
の
精
神
に
生
き
ん
と
す
る
に
於

い
て
考
慮
の
余
地
な
し
。
顧
み
れ
ば
大
命
を
拝
し
て
よ
り
茲
に
六
か

月
、
直
接
の
麾
下
及
指
揮
下
各
部
隊
の
決
戦
努
力
に
就
い
て
は
今
更

呶
々
を
要
せ
ず
、
指
揮
官
と
し
て
誠
に
感
謝
の
外
無
し 
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と
記
し
た
。 

 
す
で
に
覚
悟
を
定
め
て
い
た
彼
は
軍
装
の
襟
か
ら
階
級
章
を
外
し
、

艦
上
爆
撃
機
「
彗
星
」
に
乗
り
組
ん
だ
。
こ
れ
に
十
機
の
「
彗
星
」

が
従
っ
た
。
離
陸
し
た
の
は
午
後
四
時
ご
ろ
と
伝
え
ら
れ
る
。 

午
後
七
時
三
十
分
、
機
上
よ
り
打
電 

  
 

本
職
ハ
部
隊
隊
員
が
桜
花
ト
散
リ
シ
沖
縄
ニ
進
ミ 

 
 

皇
国
武
人
ノ
本
領
ヲ
発
揮
シ
驕
敵
米
艦
ニ
突
入
撃
沈
ス 

  

宇
垣
中
将
機
を
含
む
八
機
が
未
帰
還
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
側

に
よ
る
と
、
八
月
十
五
日
午
後
八
時
過
ぎ
、
沖
縄
の
本
部
伊
平
屋
島

に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
軍
兵
站
地
に
突
入
・
自
爆
し
た
「
彗
星
」
二
機

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
享
年
五
十
五
。 

  

特
攻
攻
撃
を
決
定
し
た
軍
令
部
次
長
の
大
西
瀧
治
郎
（
中
将
）
は

十
六
日
未
明
、
割
腹
し
て
自
殺
し
た
。 

 

遺
書
に
い
わ
く
、 

 

特
攻
隊
の
英
霊
に
曰
す
、
善
く
戦
ひ
た
り
、
深
謝
す
、
最
後
の
勝
利

を
信
じ
つ
ゝ
肉
弾
と
し
て
散
華
せ
り 

然
れ
ど
も
そ
の
信
念
は
、
遂
に
達
成
し
え
ざ
る
に
い
た
れ
り
、
吾
死

を
以
て
旧
部
下
の
英
霊
と
遺
族
に
謝
せ
む
と
す 

  

彼
が
特
攻
作
戦
を
思
い
つ
い
た
の
は
、
真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
の
と
き
、

被
弾
し
た
た
め
に
帰
還
を
断
念
し
た
飯
田
房
太
郎
（
大
尉
）
が
、
ア

メ
リ
カ
軍
基
地
の
兵
器
庫
に
突
っ
込
ん
で
自
爆
し
た
こ
と
が
ヒ
ン
ト

に
な
っ
た
。
享
年
五
十
四
。 
  

宮
城
事
件
と
同
じ
動
き
は
水
戸
に
本
部
を
置
い
て
い
た
水
戸
教
導

航
空
通
信
師
団
で
も
起
こ
っ
た
。 

 

十
七
日
早
朝
、
同
師
団
に
所
属
す
る
約
四
百
人
が
青
森
発
上
野
行

き
の
列
車
を
乗
っ
取
っ
て
東
京
に
進
軍
し
た
が
、
近
衛
第
二
師
団
の

ク
ー
デ
タ
ー
が
失
敗
し
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
戦
意
を
喪
失
し
た
。 

 

ま
た
厚
木
飛
行
場
の
三
〇
二
航
空
隊
が
断
固
決
戦
を
主
張
し
、
小

園
安
名
（
大
佐
）
の
名
で 

 

「
連
合
艦
隊
指
揮
下
よ
り
離
脱
す
る
」 

 

と
宣
言
し
て
首
都
上
空
か
ら
ビ
ラ
を
撒
い
た
。 

 

彼
ら
は
彗
星
や
天
山
に
飛
行
兵
二
名
、
三
名
が
搭
乗
し
て
全
国
の

飛
行
基
地
に
降
り
立
ち
、
檄
を
飛
ば
す
と
と
も
に
同
乗
の
一
名
が
別

の
戦
闘
機
一
機
、
二
機
を
操
縦
し
て
帰
還
す
る
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
た
。
そ
の
結
果
、
厚
木
基
地
に
は
型
式
の
異
な
る
様
々
な
戦
闘

機
や
爆
撃
機
が
集
結
し
、
決
戦
が
可
能
な
機
数
が
整
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
マ
ラ
リ
ア
の
持
病
を
持
っ
て
い
た
小
園
大
佐
が
高
熱
を

発
し
て
病
院
に
移
さ
れ
、
ま
た
天
皇
の
弟
で
あ
る
高
松
宮
宣
仁
が
こ
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れ
を
知
っ
て
、
自
ら
基
地
航
空
隊
飛
行
長
・
山
田
九
七
郎
（
少
佐
）

に
電
話
を
し
て
兵
た
ち
を
説
得
せ
し
め
た
。
同
基
地
が
武
装
解
除
さ

れ
た
の
は
八
月
二
十
一
日
で
あ
る
。 

 

台
湾
の
日
本
軍
基
地
で
は
、
八
月
十
五
日
に
出
撃
す
る
予
定
の
特

攻
機
五
十
機
が
滑
走
路
に
並
ん
で
い
た
。
同
日
、
酒
保
が
開
か
れ
隊

員
た
ち
が
う
か
れ
騒
い
で
い
る
う
ち
に
、
基
地
司
令
が
全
機
の
プ
ロ

ペ
ラ
を
外
し
て
し
ま
っ
た
。
飛
行
服
を
隠
し
、
隊
員
を
諦
め
さ
せ
た

陸
軍
航
空
基
地
も
あ
っ
た
。 

 

と
も
あ
れ
、
満
州
事
変
か
ら
数
え
て
十
五
年
に
及
ぶ
戦
争
に
、
こ

う
し
て
終
止
符
が
打
た
れ
て
い
っ
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

第
三
機
動
部
隊
の
艦
載
機
と
厚
木
基
地
の
日
本
軍
機
が
最
後
の
空

中
戦
を
戦
っ
て
い
る
さ
な
か
、
日
本
時
間
八
月
十
五
日
午
前
八
時
四

分
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
放
送
が 

 

「
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
無
条
件
受
諾
に
同
意
し
た
」 

 

と
伝
え
た
。
こ
の
放
送
は
超
短
波
で
流
さ
れ
、
太
平
洋
全
域
に
展

開
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
は
発
砲
を
停
止
し
た
。

ハ
ル
ゼ
ー
が
太
平
洋
艦
隊
司
令
長
官
ニ
ミ
ッ
ツ
か
ら
戦
闘
停
止
命
令

を
受
け
た
の
は
、
そ
の
二
時
間
五
十
一
分
の
ち
、
午
前
十
時
五
十
五

分
だ
っ
た
。
彼
は
た
だ
ち
に
第
一
次
攻
撃
隊
と
、
続
い
て
発
艦
し
て

東
京
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
第
二
次
攻
撃
隊
に 

 

「
全
機
、
帰
投
せ
よ
」 

 

と
発
信
し
た
。 

 

こ
れ
が
第
二
次
大
戦
の
最
後
の
戦
闘
命
令
と
な
っ
た
。 

 

彼
は
、
日
本
本
土
上
陸
作
戦
が
実
行
に
移
さ
れ
ず
に
済
ん
だ
こ
と

を
神
に
感
謝
し
た
。 

 

折
り
返
し
編
隊
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら 

 

「
日
本
軍
機
が
追
撃
し
て
き
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
か
」 

 

と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。 

 

ニ
ミ
ッ
ツ
は
言
っ
た
。 

 

「
友
好
的
に
応
対
し
ろ
」 

 

攻
撃
機
は
そ
の
意
味
を
理
解
し
、
抱
え
て
い
た
爆
弾
を
次
々
に
海

に
投
下
し
始
め
た
。 

 

麾
下
の
全
艦
船
が
、
一
斉
に
汽
笛
と
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
将
兵

は
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
吹
い
た
。
ホ
イ
ッ
ス
ル
は
攻
撃
機
の
発
艦
や
敵
機

の
襲
来
を
知
ら
せ
る
合
図
だ
っ
た
が
、
こ
の
と
き
の
そ
れ
は
違
っ
て

い
た
。 

 
ほ
ぼ
同
時
刻
、
マ
ニ
ラ
の
南
西
太
平
洋
司
令
部
に
い
た
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら 

 
「
貴
官
を
合
衆
国
陸
軍
元
帥
に
任
じ
、
併
せ
て
日
本
占
領
の
連
合

国
軍
総
司
令
官
に
任
ず
る
」 

 

と
い
う
電
報
を
受
領
し
た
。 
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当
日
は
北
海
道
の
一
部
を
除
い
て
、
全
国
的
に
快
晴
だ
っ
た
。
正

午
か
ら
「
重
大
放
送
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
前
も
っ
て
国
民
に

知
ら
さ
れ
て
い
た
。
首
都
・
東
京
の
上
空
に
は
真
夏
の
青
空
が
広
が

り
、
ア
メ
リ
カ
軍
機
は
一
機
た
り
と
も
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。 

 

正
午
の
時
報
の
あ
と
、
や
や
甲
高
く
か
細
い
声
が
流
れ
て
き
た
。

雑
音
が
ひ
ど
く
、 

 

「
耐
え
難
き
を
耐
え
、
忍
び
難
き
を
忍
び
…
…
」 

 

と
い
う
部
分
し
か
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。
多
く
の
人
の
感
想
は 

 

「
難
し
く
て
、
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
が
実
際
だ
っ

た
。 

 

肩
を
震
わ
せ
、
唇
を
噛
み
し
め
、
あ
る
い
は
拳
を
堅
く
握
っ
て
こ

ら
え
泣
く
人
が
何
人
か
い
た
。
そ
う
い
う
人
々
の
姿
か
ら
、
多
く
の

国
民
は
「
戦
争
に
負
け
た
」
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
た
。 

 

油
蝉
の
声
ば
か
り
が
聞
こ
え
て
い
た
。 

 

日
本
中
の
時
が
止
ま
っ
た
。
真
空
の
と
き
が
訪
れ
た
。 

 

同
日
を
以
っ
て
鈴
木
貫
太
郎
内
閣
は
総
辞
職
し
、
十
六
日
午
後
四

時
、
日
本
の
陸
海
軍
に
停
戦
の
指
令
が
出
た
。 

 

そ
の
知
ら
せ
は
無
線
で
満
州
、
中
国
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
ビ
ル
マ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
、
太
平
洋
諸
島
に
向
け
て
発
信
さ
れ
、

各
地
に
配
属
さ
れ
て
い
た
ハ
ム
愛
好
家
の
兵
士
が
自
作
の
機
械
で
受

信
し
て
全
隊
に
知
ら
せ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。 

 

だ
が
、
こ
の
知
ら
せ
は
沖
縄
の
洞
窟
に
立
て
籠
も
っ
て
い
た
兵
士

や
市
民
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
は
日
本
の
降
伏
を
知
ら

せ
る
ビ
ラ
を
空
か
ら
撒
い
た
が
、
第
二
十
四
師
団
の
歩
兵
第
三
十
二

聯
隊
、
第
一
大
隊
は
こ
れ
を
信
用
し
な
か
っ
た
。 

 

実
際
、
十
八
日
に
な
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
軍
は
「
馬
乗
り
」
で
市
民

が
立
て
籠
も
る
国
吉
大
地
の
洞
窟
に
手
榴
弾
を
放
り
入
れ
、
火
炎
放

射
器
で
焼
き
、
逃
げ
出
し
て
く
る
人
影
を
機
銃
で
撃
ち
ま
く
っ
た
。 

 

二
十
二
日
に
至
っ
て
日
本
語
が
達
者
な
将
校
が
ス
ピ
ー
カ
ー
で
日

本
の
降
伏
を
知
ら
せ
、
二
十
三
日
、
第
一
大
隊
の
伊
東
孝
一
大
尉
が

「
軍
使
」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
軍
陣
地
に
赴
い
て
事
実
を
確
認
し
た
。 

 

第
三
十
二
聯
隊
と
第
一
大
隊
が
武
装
解
除
に
応
じ
た
の
は
二
十
九

日
だ
っ
た
。
同
じ
く
第
二
十
四
師
団
の
第
二
大
隊
も
、
降
伏
を
知
ら

ず
に
抗
戦
を
続
け
て
い
た
。
こ
の
部
隊
の
説
得
に
当
た
っ
た
の
は
第

一
大
隊
の
伊
東
孝
一
大
尉
で
あ
る
。 

 

九
月
四
日
、
第
二
大
隊
の
武
装
解
除
を
も
っ
て
沖
縄
戦
は
終
結
し

た
。 

 

八
月
十
七
日
、
皇
族
の
東
久
邇
宮
稔
彦
が
組
閣
し
た
。
同
じ
日
、

満
州
で
は
皇
帝
・
溥
儀
が
退
位
し
、
満
州
国
が
消
滅
し
た
。
朝
鮮
で

は
日
本
総
督
府
が
解
体
し
、
呂
運
亨
な
ど
に
よ
る
独
自
政
府
樹
立
の

動
き
が
始
ま
っ
た
。
十
八
日
に
は
上
海
、
広
州
、
天
津
、
青
島
な
ど

に
ア
メ
リ
カ
軍
が
上
陸
し
、
混
乱
の
収
拾
に
当
た
っ
た
。 
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 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

下
村	
 
宏 
し
も
む
ら
・
ひ
ろ
し
／
１
８
７
５
〜
１
９
５
７
。
和
歌
山
県
出

身
で
東
京
帝
国
大
学
か
ら
逓
信
省
に
入
り
、
一
九
一
五
年
台
湾
総
督
府
民
政

長
官
、
総
務
長
官
を
務
め
た
。
二
一
年
朝
日
新
聞
社
に
移
っ
て
専
務
、
副
社

長
、三
七
年
貴
族
院
議
員
を
経
て
四
三
年
日
本
放
送
協
会
会
長
に
就
任
し
た
。

「
人
種
改
良
を
国
策
に
」「
障
害
者
や
犯
罪
者
は
断
種
す
べ
き
」
と
主
張
し
四

〇
年
「
国
民
優
生
法
」
を
成
立
さ
せ
た
。 

竹
下
正
彦 

た
け
し
た
・
ま
さ
ひ
こ
／
１
９
０
８
〜
１
９
８
９
。
陸
軍
士
官

学
校
四
十
二
期
。
終
戦
時
、
陸
軍
省
軍
務
課
内
務
班
長
・
中
佐
。
の
ち
自
衛

隊
に
入
り
陸
将
、
陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
校
長
と
な
っ
た
。
父
・
竹
下
平
作

は
陸
軍
中
将
、
兄
・
宣
彦
は
陸
軍
中
佐
、
弟
・
光
彦
は
陸
軍
中
佐
、
姉
・
綾

子
は
陸
軍
大
臣
。
阿
南
惟
幾
に
嫁
ぐ
と
い
う
陸
軍
エ
リ
ー
ト
一
家
だ
っ
た
。 

森	
 

赳 

も
り
・
た
け
し
／
１
８
９
４
〜
１
９
４
５
。
高
知
県
に
生
ま
れ
一

九
一
六
年
陸
軍
士
官
学
校
、の
ち
陸
軍
大
学
校
を
出
て
三
二
年
関
東
軍
参
謀
、

三
三
年
騎
兵
学
校
長
、
三
七
年
第
一
軍
参
謀
、
四
二
年
第
六
軍
参
謀
長
、
四

三
年
憲
兵
司
令
部
本
部
長
、
四
五
年
中
将
に
進
み
近
衛
師
団
長
。
ニ
ッ
ク
ネ

ー
ム
は
「
和
尚
さ
ん
」
だ
っ
た
。 

畑
中
健
二 

は
た
な
か
・
け
ん
じ
／
１
９
１
２
〜
１
９
４
５
。
陸
軍
士
官
学

校
四
十
六
期
。
終
戦
時
陸
軍
軍
務
局
員
・
少
佐
。
純
朴
で
物
静
か
な
文
学
青

年
と
い
っ
た
印
象
だ
っ
た
と
い
う
。 

古
賀
秀
正 

こ
が
・
ひ
で
ま
さ
／
１
９
１
９
〜
１
９
４
５
。
陸
軍
士
官
学
校

五
十
二
期
。
終
戦
時
少
佐
。
森
師
団
長
殺
害
後
、
偽
の
師
団
長
命
令
を
作
成

し
た
。 

井
田
正
孝 

い
だ
・
ま
さ
た
か
／
１
９
１
２
〜
２
０
０
４
。
陸
軍
士
官
学
校

四
十
五
期
。
同
期
に
椎
崎
二
郎
（
と
も
に
終
戦
時
中
佐
）
が
い
た
。
所
論
「
戦

争
遂
行
の
可
能
性
」（
松
谷
誠
『
大
東
亜
戦
争
収
拾
の
真
相
』
芙
蓉
書
房
）
が

あ
る
。 

終
戦
詔
勅
録
音
盤	
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
技
術
陣
は
万
一
の
こ
と
を
考
え
て
録
音
盤
を

三
枚
、
同
時
に
作
成
し
た
。
一
枚
は
正
盤
と
し
て
放
送
に
使
わ
れ
た
あ
と
破

壊
さ
れ
破
棄
、副
盤
一
枚
は
現
在
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
こ
か
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

残
る
副
盤
一
枚
の
行
方
は
現
在
も
知
れ
な
い
。 

椎
崎
二
郎 

し
い
ざ
き
・
じ
ろ
う
／
１
９
１
１
〜
１
９
４
５
。
自
決
に
臨
ん

で
し
た
た
め
た
遺
書
は
「
至
誠
通
神
」
だ
っ
た
。 

宇
垣	
 

纏 

う
が
き
・
ま
と
む
／
１
８
９
０
〜
１
９
４
５
。
岡
山
県
に
生
ま

れ
一
九
一
二
年
海
軍
兵
学
校
卒
、
二
四
年
海
軍
大
学
校
を
出
て
二
八
年
ド
イ

ツ
駐
在
の
の
ち
連
合
艦
隊
参
謀
、
四
一
年
第
八
艦
隊
司
令
長
官
、
同
年
連
合

艦
隊
参
謀
長
と
し
て
山
本
五
十
六
を
補
佐
し
た
。
四
三
年
四
月
山
本
五
十
六

座
乗
機
撃
墜
の
と
き
座
乗
し
た
二
番
機
が
撃
墜
さ
れ
ゲ
リ
ラ
の
捕
虜
と
な
っ

た
。
の
ち
救
出
さ
れ
四
四
年
第
一
艦
隊
司
令
官
、
四
五
年
第
五
航
空
隊
司
令

長
官
と
な
り
、
同
年
八
月
十
五
日
沖
縄
方
面
に
出
撃
し
て
戦
死
し
た
と
さ
れ

る
。 

大
西
瀧
治
郎 

第
五
十
八
「
誤
認
」
補
注 

小
園
安
名 

お
ぞ
の
・
や
す
な
／
１
９
０
２
〜
１
９
６
０
。
海
軍
台
南
海
軍

航
空
隊
副
長
（
中
佐
）
の
と
き
、
零
戦
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
訓
練
し
た
。
ま
た
第

二
五
一
航
空
隊
司
令
（
大
佐
）
と
し
て
ア
メ
リ
カ
軍
の
重
爆
撃
機
を
撃
墜
す

る
「
斜
め
銃
射
撃
法
」
を
編
み
出
す
な
ど
創
意
工
夫
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
終

戦
時
は
厚
木
基
地
三
〇
二
航
空
隊
司
令
。
台
湾
航
空
隊
、
ラ
バ
ウ
ル
航
空
隊

の
部
隊
長
と
し
て
赴
任
中
に
マ
ラ
リ
ア
を
患
い
、
そ
れ
が
持
病
と
な
っ
て
い

た
。 

伊
東
孝
一 

い
と
う
・
こ
う
い
ち
／
１
９
２
１
〜 

：
大
尉
の
位
だ
っ
た
が
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上
官
が
戦
死
し
た
た
め
先
任
将
校
と
し
て
第
一
大
隊
長
の
職
務
に
あ
っ
た
。

著
書
『
沖
縄
陸
戦
の
命
運
』（
非
売
品
）
が
あ
る
。
Ｈ
Ｕ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
「
沖

縄
戦
で
生
き
残
っ
た
男
が「
封
印
」し
た
３
５
６
通
の
手
紙
。時
空
を
超
え
、

若
者
た
ち
が
遺
族
に
届
け
る
」
参
照
。 

東
久
邇
稔
彦 
ひ
が
し
く
に
・
な
る
ひ
こ
／
１
８
８
７
〜
１
９
９
０
。
明
治

天
皇
の
没
後
、
健
康
状
態
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
大
正
天
皇
の
後
継
者
問
題

に
関
連
し
て
、
父
親
の
久
邇
宮
朝
彦
が
長
く
広
島
に
幽
閉
に
近
い
状
態
で
隔

離
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
皇
族
な
が
ら
反
体
制
的
な
気
骨
を

持
っ
て
い
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
東
西
冷
戦
を
い
ち
早
く
見
抜
い
て
い
た
と

い
わ
れ
る
。
著
書
に
『
一
皇
族
の
戦
争
日
記
』（
一
九
五
七
）
な
ど
が
あ
る
。 

皇
帝
・
溥
儀 

ふ
ぎ
／
正
し
く
は
愛
新
覚
羅
溥
儀
／A

ixinjueluo Pǔyi

／
１

９
０
６
〜
１
９
６
７
。
清
朝
第
十
一
代
光
緒
帝
の
弟
・
醇
親
王
の
子
と
し
て

北
京
に
生
ま
れ
、
〇
八
年
西
太
后
の
推
薦
で
三
歳
で
皇
帝
に
即
位
し
「
宣
統

帝
」
と
称
し
た
。
辛
亥
革
命
の
翌
年
退
位
し
た
が
紫
禁
城
で
生
活
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
た
。
し
か
し
、
馮
玉
祥
の
ク
ー
デ
タ
ー
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
天
津

の
日
本
租
界
に
移
っ
た
。
三
二
年
、
日
本
政
府
の
後
押
し
で
満
州
国
が
成
立

す
る
と
執
政
に
就
任
、
三
四
年
皇
帝
の
座
に
就
き
「
康
徳
帝
」
と
な
っ
た
。

四
五
年
八
月
ソ
連
軍
に
逮
捕
さ
れ
た
が
五
〇
年
中
国
に
身
柄
を
移
さ
れ
五
九

年
特
赦
、
の
ち
六
四
年
政
治
協
商
会
議
全
国
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。 

呂
運
亨 

ヨ
・
ウ
ニ
ョ
ン
（
り
ょ
・
う
ん
こ
う
）
／
１
８
８
６
〜
１
９
４
７
。 

第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
一
九
一
四
年
、
中
国
に
亡
命
し
て
上
海
に
樹

立
さ
れ
た
亡
命
政
権
「
大
韓
民
国
臨
時
政
府
」
に
参
加
し
た
。
三
三
年
「
朝

鮮
中
央
日
報
」
社
の
社
長
と
な
っ
て
朝
鮮
の
若
者
に
向
け
て
「
日
本
軍
に
志

願
す
る
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
親
日
的
な
発
言
を
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
否

定
す
る
向
き
も
あ
る
。
一
九
四
五
年
八
月
十
五
日
、
日
本
の
朝
鮮
総
督
府
か

ら
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
無
条
件
受
諾
後
の
混
乱
を
抑
え
る
よ
う
依
頼
さ
れ
、
朝
鮮

建
国
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
九
月
六
日
付
で
「
朝
鮮
人
民
共
和
国
」

の
樹
立
を
宣
言
し
た
が
、
五
日
後
、
ア
メ
リ
カ
軍
政
庁
が
設
置
さ
れ
て
瓦
解

し
た
。 
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